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わたしたちのねがい
美しい自然につつまれた雪のまち湯沢
清らかな愛情あふれるまち
すこやかな活力みなぎるまち
さわやかな誰もが訪れたいまち
みんなで力をあわせ
豊かで明るく住みよい
文化の香り高いまちをつくりましょう

湯
沢
町
町
民
憲
章

広報
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平成２０年１２月１４日

本
格
的
な
雪
の
シ
ー
ズ
ン
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
年

末
年
始
、
ス
キ
ー
場
へ
の
お
客
様
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

適
度
な
降
雪
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
昨
年
、
一
昨
年
と
、
南
米
ペ
ル
ー
沖
の
海
面
水
温

が
高
く（
低
く
）な
る「
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ（
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
）現
象
」

と
湯
沢
町
で
の
降
雪
量
、
積
雪
量
と
の
関
係
を
こ
の
時

期
に
ご
紹
介
し
ま
し
た
。一
昨
年
は
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
の
傾
向

で「
極
端
な
少
雪
」、
昨
年
は
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
で「
平
年
並
み
」

と
い
う
結
果
で
し
た
。も
ち
ろ
ん
、
完
全
な
因
果
関
係
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
る
程
度
は
大
ま
か
な
傾
向
が
あ
る

よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。
と
い
う
こ
と
で
、
今
年
も
こ
れ

に
注
目
し
て
、こ
の
冬
の
雪
の
傾
向
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。

ま
ず
、　

月　

日
に
気
象
庁
が
発
表
し
た
「
エ
ル
ニ
ー

１１

１０

ニ
ョ
監
視
速
報
」
で
は
、「
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
監
視
海
域
の
海
面

水
温
は
、
今
後
基
準
値
に
近
い
値
で
推
移
す
る
と
予
測

さ
れ
、
冬
に
か
け
て
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
あ
る
い
は
ラ
ニ
ー

ニ
ャ
現
象
が
発
生
す
る
可
能
性
は
低
い
」と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
も
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
も
冬
期

に
発
生
し
て
い
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
年
と
、
湯
沢
町
の

雪
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
ま
し
た
。
結
果
は
左
の
表
の
と
お

り
で
す
。
該
当
す
る
年
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
暖
冬

だ
っ
た
年
が
少
な
い
せ
い
か
、降
雪
量
、積
雪
量
と
も
に
平

均
よ
り
若
干
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
だ
け
見
れ
ば
、こ

の
冬
は
極
端
な
少
雪
で
あ
る
可
能
性
が
低
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。け
れ
ど
も
気
象
庁
は
北
陸
地
方
の
こ
の
冬

の
降
雪
量
に
つ
い
て
、
長
期
予
報
の
中
で
平
年
並
み
か
少

な
い
可
能
性
が
高
い
と
し
て
い
ま
す
。
結
果
が
ど
う
な
る

か
は
春
を
迎
え
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
湯
沢
町
に

と
っ
て
、
雪
は
多
過
ぎ
て
も
少
な
過
ぎ
て
も
困
り
ま
す
。

今
後
ち
ょ
う
ど
良
い
雪
が
降
る
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。

こ
の
冬

こ
の
冬
のの
雪雪
は
？
は
？
傾傾
向
を
探
っ
て
み
ま
し

向
を
探
っ
て
み
ま
し
たた

最大積雪深（�）累計降雪量（�）気温（℃）年

3842,455－ 1.4昭和 59 年

2291,703－ 0.3昭和 60 年

2501,869－ 1.5昭和 61 年

2001,6780.7昭和 62 年

2101,5200.1昭和 63 年

897731.6平成 01 年

1848351.3平成 02 年

2171,3571.0平成 03 年

1841,0291.2平成 04 年

2061,2341.5平成 05 年

1941,0260.6平成 06 年

2181,3410.4平成 07 年

2821,923－ 0.3平成 08 年

1961,5640.9平成 09 年

1381,0371.4平成 10 年

2131,3530.7平成 11 年

2101,3880.6平成 12 年

2241,1450.1平成 13 年

1938911.0平成 14 年

1675820.4平成 15 年

1667010.9平成 16 年

2901,1210.8平成 17 年

3241,320－ 0.9平成 18 年

604441.8平成 19 年

2011,2120.0平成 20 年

2091,2600.5平均

2311,3310.4該当年平均

�

上の表中のデータは…

・気温は、冬季（前年１２月～２月）の平均気温。

・気温は、気象庁のアメダスポイントのデータ、
降雪と積雪は、湯沢町役場での観測データ。

　過去２５年間の湯沢町での冬季気象データ　

網掛けでの表示は、その年の１月現在でエルニー
ニョ現象もラニーニャ現象も発生していなかった
年のうち、ほぼ基準値に近かったと見られる年です。

主

な

内

主

な

内

容容

町長コラム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２
東口駅前広場駐車場のご利用についてほか・・・・・・・３
税についての作文・標語の入選作品ほか・・・・・・・・４
平成２１年度湯沢児童クラブ利用児童募集ほか ・・・・・５
湯沢消防署からのお知らせほか・・・・・・・・・・・・６
屋根の雪下ろし「３つの用心」ほか ・・・・・・・・・・７
子育て支援センター「クリスマス会」のお知らせほか・・・８
歩行型除雪機による事故を防止しましょうほか・・・・・９
「ゆきぐに」湯沢町公民館のページ ・・・・・・・・１０～１２
お知らせ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３～１４
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平
成　

年
も
余
す
と
こ
ろ
、あ
と

２０

わ
ず
か
に
な
り
ま
し
た
。世
界
的
な

動
向
を
み
れ
ば
、ア
メ
リ
カ
で
初
の

黒
人
大
統
領
が
誕
生
し
、１
０
０

年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
金
融
恐
慌

に
よ
っ
て
世
界
的
に
景
気
が
低
迷
し

て
い
ま
す
。ま
さ
に
激
動
の
状
況
で

す
。し
か
し
、世
界
が
ど
う
あ
れ
、そ

れ
が
現
実
で
す
か
ら
、私
達
は
今
を

真
剣
に
生
き
抜
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら
ス
キ
ー
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
ま
す
が
、昨
年
は
お
客
様

の
数
が
少
し
伸
び
て
い
ま
す
。世
界

的
な
大
恐
慌
が
、こ
の
足
を
引
っ
張

ら
な
け
れ
ば
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

ま
だ
雪
は
、標
高
の
高
い
と
こ
ろ
だ

け
で
す
が
、良
い
シ
ー
ズ
ン
に
な
る

こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
と
い
え
ば
、先

日
湯
沢
町
公
民
館
で
、「
湯
沢
町
冬

季
安
全
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。会
で
は
、ス
キ
ー
場
関
係
だ
け

で
は
な
く
、温
泉
旅
館
組
合
、食
品

衛
生
協
会
、消
防
団
、そ
し
て
道
路

除
雪
に
携
わ
る
業
界
な
ど
、多
方

面
に
わ
た
る
皆
さ
ま
か
ら
参
加
を

い
た
だ
き
、各
団
体
の
安
全
に
対
す

る
取
組
み
事
例
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。湯
沢
町
の
産
業
は
、何
と
言
っ

て
も
冬
季
の
観
光
が
メ
イ
ン
で
す
。

多
く
の
お
客
様
が
訪
れ
る
中
、目
に

見
え
な
い
町
内
の
皆
さ
ま
の
安
全
へ

の
理
解
と
努
力
に
よ
っ
て
、観
光
は

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。楽
し
い
ひ
と

と
き
は
、ま
ず
安
全
で
あ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。再
び
訪
れ
た
い
と
多
く

の
方
か
ら
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

今
後
も
安
全
へ
の
取
組
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
今
月
３
日
に
、東
京
品
川

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で「
あ
り
が
と
う

湯
沢
感
謝
の
集
い
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
皆
さ
ま
を
お
迎
え
し
、大
勢
の

方
よ
り
一
堂
に
会
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。こ
う
し
た
会
に

あ
っ
て
実
感
す
る
こ
と
は
、湯
沢
町

に
は
良
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。比
べ
て
み
る
と

よ
く
分
か
り
ま
す
。特
に
川
端
康

成
先
生
の
小
説「
雪
国
」は
、海
外
で

の
人
気
が
高
く
、そ
の
舞
台
と
し
て

の
湯
沢
に
行
き
、雪
の
世
界
に
浸
り

た
い
と
い
う
気
持
ち
を
抱
く
方
が
、

海
外
に
は
多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、自
信
を
持
っ
て

県
内
外
に
口
外
し
て
く
だ
さ
い
。

さ
て
先
日
、主
に
新
潟
県
出
身

で
県
外
で
活
躍
し
て
い
る
個
人
や

団
体
で
組
織
し
て
い
る
東
京
新
潟

県
人
会
の
会
報
に
、湯
沢
町
立
神

立
小
学
校
を
紹
介
す
る
記
事
が
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、

神
立
の
小
原
出
身
で
あ
る
南
雲
英

雄
さ
ん
か
ら
、こ
の
会
報
が
た
く
さ

ん
届
け
ら
れ
ま
し
た
。早
速
、神
立

地
区
を
中
心
に
配
布
し
た
と
こ
ろ

で
す
。他
の
市
町
村
で
は
、平
成
の

大
合
併
前
か
ら
設
立
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
も
多
い
の
で
す
が
、湯
沢
町

出
身
者
が
集
ま
り
東
京
湯
沢
会
を

発
足
す
る
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
と

思
い
、私
も
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。東
京
県
人
会
は
、二
年
後

に
発
会
１
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
も
、関
係
の
あ
る
方

が
東
京
方
面
に
い
ら
れ
た
ら
、情
報

と
し
て
お
伝
え
く
だ
さ
い
。私
も

「
一
流
の
田
舎
町
」を
目
指
し
て
が

ん
ば
り
ま
す
の
で
、お
願
い
し
ま
す
。

今
年
は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関

し
て
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
あ
り
ま
す

が
、予
防
注
射
は
も
う
お
済
み
で

し
ょ
う
か
。ぜ
ひ
早
め
に
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。年
明
け
に
は
、冬

季
国
体
が
開
催
さ
れ
ま
す
。町
を

挙
げ
て
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。で
は
、皆

さ
ま
の
新
年
で
の
ご
健
康
、ご
多
幸

を
祈
念
申
し
上
げ
、今
年
の
コ
ラ
ム

を
締
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

月
の
町
長
活
動
状
況
に
つ
い

　

月
の
町
長
活
動
状
況
に
つ
い
てて

１１１１

町
長
コ
ラ

町
長
コ
ラ
ムム

１
日

２
日

４
日

６
日

７
日

９
日

　

日
１０

　

日
１１

　

日
１２

　

日
１３

　

日
１４

　

日
１７

　

日
１８

　

日
１９

　

日
２０

　

日
２１

　

日
２２

　

日
２３

　

日
２４

　

日
２６

　

日
２７

国
体
冬
季
ス
キ
ー
協
議
会
組
織
委
員
会
懇
親
会

こ
れ
か
ら
の
野
生
鳥
獣
対
策
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
南
魚
沼
市
）

朝
礼

湯
沢
町
冬
季
安
全
大
会
代
表
者
会
議
／
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
報
告
会

総
務
課
打
合
せ
／
職
員
採
用
試
験

国
際
環
境
福
祉
学
会
（
東
京
都
）

課
長
会
議

「
上
杉
謙
信
公
手
植
の
松
」
植
樹
式
／
自
衛
隊
来
庁

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
新
井
常
務
来
庁

健
康
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ミ
ッ
ト
魚
沼
会
議
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
（
魚
沼
市
）

苗
場
ス
キ
ー
場
安
全
祈
願
祭
/
か
ぐ
ら
ス
キ
ー
場
安
全
祈
願
祭

健
康
福
祉
課
打
合
せ
/
新
潟
県
町
村
会
役
員
会
（
新
潟
市
）
／
新
潟
県
町
村
自

治
に
関
す
る
研
修
会
（
新
潟
市
）

神
立
小
学
校
試
作
弁
当
試
食
会
／
粒
子
線
が
ん
治
療
施
設
打
合
せ
（
新
潟
市
）

ス
キ
ー
場
安
全
対
策
連
絡
協
議
会
／
湯
沢
町
冬
季
安
全
大
会
／
湯
沢
縣
信
会
懇

親
忘
年
会

北
陸
地
域
農
業
士
等
研
究
会
情
報
交
換
会

南
魚
沼
地
域
土
木
振
興
協
議
会
・
国
道　

号
湯
沢
塩
沢
道
路
整
備
促
進
期
成
同

１７

盟
会
合
同
要
望
会（
新
潟
市
）／
新
潟
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
組
合
会（
新
潟

市
）／
紅
葉
祭

ス
キ
ー
の
新
潟
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ン
苗
場
２
０
０
９

ホ
ワ
イ
ト
プ
ラ
ザ
湯
沢
V
プ
ラ
ー
ジ
ュ　

周
年
記
念
懇
親
会

１５

湯
沢
町
消
防
団
忘
年
会

全
国
町
村
長
大
会
（
東
京
都
）
/
新
潟
県
町
村
長
懇
談
会
（
東
京
都
）

教
育
委
員
任
命
書
交
付
／
精
神
障
害
者
家
族
会
来
庁
／
議
員
協
議
会
／
湯
沢

砂
防
と
の
調
整
会
議
・
意
見
交
換
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中中子子 資資源ごみストックヤード源ごみストックヤードはは
１２月２３日（火１２月２ ３日（火））開場します開場します

12月 23日（火）中子の資源ごみストックヤードは、通常どおり午前９時～午後４時まで
開場します。ご利用ください。

※受入品目は、ダンボール・新聞紙・チラシ・空き缶・空きびん・ペットボトルで、汚れて
いないものです。ダンボール、新聞紙、チラシは十字に縛り、空き缶、空きびんは中をき
れいにし、ペットボトルはキャップを外して、それぞれ指定袋に入れて出してください。

期　　間 12 月 20 日（土）～平成 21年 3月 31 日（火）

駐車料金 最初の 30 分まで ・・・・・・ 無料
 これを超えた場合 ・・・・・ 30 分ごとに 200 円
 （湯沢町 越後湯沢駅前広場条例に基づきます。）

※身体障害者手帳をお持ちの方が同乗している場合は、手帳を受
付に提示いただければ無料とします。

※越後湯沢駅前広場条例の禁止行為に該当する、客引き行為等を
行うための車両の駐車は禁止します。

送迎車用のステッカーを発行します
冬期間この駐車場は、スキーなどのお客様の駐車で非常に混雑します。こ
の混雑解消のため、常時送迎等で利用される町民の皆さまには、入場手続き
がスムーズにされるよう送迎車両と判断できるステッカーを発行してきま
した。今年も次のとおり発行しますので、ご希望の方はお申込ください。

受付開始 12 月 15 日（月）

有効期間 12 月 20 日（土）～平成 21年 3月 31 日（火）
 （駐車場が有料となる期間内）

該当車両 ・湯沢町内の旅館民宿等のお客様送迎用車両
 ・毎日の通勤通学等の送迎車両
 ・駅構内への物品納品車両

発行料金 無料です

 発行される送迎車用のステッカー �

申込みと発行の方法

� 所定の申込書に必要事項を記入し、地域整備課へお申込みください。（申込書は地域整備課にあります。）
� 提出いただいた申込書を、申込時に審査し、ステッカーを発行します。
� 昨年発行しているステッカーがある場合は、それを返却いただき、再度お申込みください。

【問い合わせ】地域整備課 維持管理班　℡７８４－４８５２

�ステッカーを発行する目的は、常時送迎している車両が駐車場へ入場する手続きを簡素化することに
あります。ステッカーは無料の駐車券ではありませんので、ご注意ください。

�基本的に必要最小限でお申込みくださいますよう、ご協力をお願いします。

越後湯沢駅東越後湯沢駅東口口 駅駅前広場駐車場のご利用前広場駐車場のご利用……

１１ ２２月月２２ ００日日かからら３３ ００分を超える分を超えるとと有料です有料です

２ １
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湯沢中学校の生徒の皆さんが
受賞した入選作品です（敬称略）

平
成　

年
度　

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
入
選
作
品

２０

小
千
谷
税
務
署
長
賞

小
千
谷
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

平
成　

年
度　

中
学
生
の
「
税
に
関
す
る
標
語
」
入
選
作
品

２０

小
千
谷
税
務
署
長
賞

小
千
谷
税
務
署
長
賞

南
魚
沼
地
域
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

湯
沢
町
長
賞

湯
沢
中
学
校
２
年

湯
沢
中
学
校
２
年

湯
沢
中
学
校
１
年

湯
沢
中
学
校
３
年

湯
沢
中
学
校
３
年

湯
沢
中
学
校
２
年

綿
貫　

福
太
郎

南
雲　

曜
子

河
村　

わ
か
ば

角
屋　

風
華

本
田　

梓
峰

綿
貫　

福
太
郎

 
「
税
に
つ
い
て
」

 
「
改
め
て
感
心
し
た
税
金
」

私
も
ね　

協
力
し
て
た
！　

復
興
に

み
ん
な
か
ら　

み
ん
な
の
た
め
に　

消
費
税

税
金
で　

み
ん
な
で
笑
顔
の　

国
づ
く
り

こ
の
社
会　

ぼ
く
ら
の
税
が　

活
躍
中

高
ま
っ
て
き
た
税
へ
の
関
心

税
は
、
国
民
の
豊
か
で
安
全
な

暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
の
主
要

な
財
源
で
す
。
特
に
今
後
は
、
少

子
高
齢
化
の
時
代
に
向
か
い
ま

す
。
安
定
し
た
社
会
保
障
を
維
持

す
る
上
で
、
税
の
持
つ
役
割
が
ま

す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
税
を
安
定
的
に
確
保
す
る
こ

と
は
、
大
変
重
要
な
こ
と
で
す
。

そ
れ
を
受
け
て
最
近
は
、
税
の

あ
り
方
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る

機
会
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
国
民
の
税
に

対
す
る
関
心
も
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
税
務

当
局
か
ら
、
税
へ
の
理
解
と
納
税

意
識
向
上
へ
の
取
組
み
が
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

未
来
へ
の
思
い
を
込
め
て

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
租
税

の
意
義
や
役
割
に
つ
い
て
の
指

導
が
、
学
習
指
導
要
領
に
も
盛
り

込
ま
れ
る
な
ど
、
教
育
の
現
場
か

ら
も
理
解
を
頂
い
て
い
ま
す
。

税
務
当
局
も
、
生
徒
の
皆
さ
ん

が
税
に
関
心
を
持
ち
、
税
を
身
近

な
も
の
と
感
じ
て
頂
け
る
よ
う
、

租
税
教
育
の
充
実
に
努
め
て
い

ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
毎
年
、

税
に
関
す
る
作
文
と
標
語
が
募

集
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
品
か
ら
は
、

生
徒
の
皆
さ
ん
が
持
つ
「
税
と
未

来
へ
の
思
い
」
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
今
年
も
湯
沢
中
学

校
生
徒
の
応
募
作
品
の
う
ち
、
５

人
の
方
の
作
文
と
標
語
が
、
次
の

と
お
り
入
選
し
ま
し
た
。

受賞した湯沢中学校の生徒の皆さん。左から、綿貫君、南雲さん、河村さん、角
屋さん、本田さん。

中学校生徒の税と未来への思い

税についての作文・標語の入選作税についての作文・標語の入選作品品

湯沢町内にある公共施設等

とりまとめた電話番号簿をつくりました
「役場や町立病院といった公共機関の電話番号がまとまっていなくて不便」「電話帳の字
が小さくで見づらい」といったご意見をいただきました。そこで、健康福祉課では湯沢町
内にある主な公共施設等の電話番号をまとめた「電話番号簿」を作成し、今回の「広報ゆ
ざわ」に折り込みました。（薄い緑色の別紙です。）
電話の近くに貼るなどしてお使いください。
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ぜひ
活用して
ください
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平成 21年度　湯湯沢児童ク沢児童クラブラブ 利利用児童募集用児童募集
湯沢児童クラブ（学童保育）の利用児童を募集します。平成２１年度（４月から）の利用を希望する方はお申込みください。

実施対象 次の全ての条件を満たす方
 ・小学校の新１～３年生の児童。
 ・湯沢町に住所を有している。
 ・保護者が仕事などで昼間家庭にいない児童。

実施場所 湯沢小学校内（湯沢児童クラブ）

実施日時 祝日を除く月～金曜日 ・・・・・・・・・ 下校時～午後 6時まで
 土曜日および春・夏・冬休み ・・・・ 午前 8時 30 分～午後 6時

利用料金 児童一人につき月額 7,000 円
 ※おやつ代、保険料など、他に実費徴収があります。

募集人員 15 名程度
 ※保護者の勤務状況、児童の家庭状況等を考慮の上、選考します。
 ※募集人員を超えて申込みがあった場合、個別に面談した上で利用の可否を決定することがあります。

募集期間 随時受け付けます。ただし、平成 21年 4月から利用を希望される方は、12月 26 日までに、利用
 申請書を提出してください。

申 込 み 利用申請書は、湯沢児童クラブ、中央保育園、湯沢保育園、神立保育園、土樽保育園、町民課子育て
 支援班に用意してあります。必要事項をご記入の上、湯沢児童クラブまたは町民課子育て支援班に
 提出してください。

入所決定 入所希望月の前月中旬ころに保護者に通知します。

【問い合わせ】町民課 子育て支援班　℡７８４－３４５３

� �������������������������������������������������������������������������������������������

ー 冬も安全・安心・快適な町 湯沢を目指して ー

湯沢町冬季安全大会が開催されまし湯沢町冬季安全大会が開催されましたた
１１月１９日、湯沢町公民館において「湯沢町冬季安全
大会」が開催されました。これは、冬季観光の本格的シー
ズンインを前に関係者が一堂に会し、安全を総点検する
大会として、今年初めて開催されたものです。
当日は関係者のみならず一般町民の皆さまも多数訪れ、
参加者は約２５０名と大盛況でした。大会では安全取組み
発表とともに、国土交通省北陸信越運輸局長の後藤靖子
氏より、観光立国に関する特別講演をいただきました。
また、事前に募集していた安全スローガンの受賞作品に
ついて、その表彰式も行われました。
湯沢町を訪れる皆さまの安全を守ることは、私たち自
身の安全向上に直接つながります。みんなで力を合わせ、
安全な湯沢町を目指しましょう。

2009 年冬の湯沢安全スローガン 受賞作品
●旅と食の安全部門・・・・・・『ホットする　行ってみたいな　雪の街』（根津勇さん）

●防災・防犯部門・・・・・・・・・『駐車場　うろつく人影　気をつけて』（南雲剛さん）

●スキー場の安全部門・・・『スキー場　みんなが笑顔　正しいマナー』（湯沢中学校３年 田中秀卓さん）

●冬の交通安全部門・・・・・・『ありがとう　今日もきれいな　通学路』（神立小学校６年 小杉愛奈さん）

各方面から安全への取組み事例が発表されました。
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湯
沢
町
で
も
毎
年
、
ホ
ー
ム
タ
ン

ク
等
か
ら
の
油
漏
え
い
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

特
に
、
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
時

期
は
、
様
々
な
原
因
で
油
漏
え
い
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
灯
油
な
ど

の
危
険
物
の
流
出
事
故
は
、
火
災
の

危
険
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
河
川
や

用
水
、
土
壌
へ
の
環
境
汚
染
を
及
ぼ

す
だ
け
で
は
な
く
、
住
民
の
方
々
に

も
油
の
臭
気
な
ど
で
多
大
な
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

未
然
の
事
故
防
止
に
気
を
配
り
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

油
漏
れ
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
よ

う
、次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

�
そ
の
場
を
離
れ
な
い
！

目
を
離
さ
な
い
！

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
な
ど
か
ら
灯
油
を

小
分
け
す
る
と
き
に
は
、
絶
対
に

そ
の
場
を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

�
バ
ル
ブ
を
閉
め
た
か
確
認
！

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
な
ど
か
ら
給
油
し

た
後
は
、
必
ず
バ
ル
ブ
を
閉
め
た

か
ど
う
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

�
落
雪
や
除
雪
に
注
意
し
て
！

屋
根
か
ら
の
落
雪
や
除
雪
時
の

配
管
破
損
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

�
定
期
的
に
点
検
を
！

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
・
配
管
・
F
F
暖
房

機
の
ゴ
ム
ホ
ー
ス
は
、
定
期
的
に

点
検
し
ま
し
ょ
う
。

※
も
し
油
漏
れ
事
故
を
起
こ
し
た

と
き
、
発
見
し
た
と
き
は
、
湯
沢

消
防
署
ま
た
は
湯
沢
町
役
場
町

民
課（
７
８
４
・
３
４
５
３
）ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

湯
沢
消
防
署
か
ら

湯
沢
消
防
署
か
ら
のの

お
知
ら

お
知
ら
せせ
湯沢消防署
℡７８４－３３７７

気
を
つ
け
て　

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の
油
漏
れ

灯油を 200 リットル以上貯蔵するホームタンクには、次のような処置が必要です！
火災予防条例に基づき、灯油を２００リットル以上貯蔵するタンクには、防油堤等の油流出防止措置、転倒

防止措置、標識および掲示板の設置が義務付けられています。

�

�

�

�

������������������������������������������

������������������������������������������

�
�
�
�

�
�
�
�

財
団
法
人
日
本
宝
く
じ
協
会
か

ら
の
助
成
に
よ
り
、
最
新
型
の
胃
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
車
が
整
備
さ
れ
、
南
魚

沼
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
検

診
車
は
、
魚
沼
地
域
胃
集
団
検
診
協

議
会（
小
千
谷
市
、十
日
町
市
、魚
沼

市
、川
口
町
、湯
沢
町
、津
南
町
で
構

成
）
に
貸
付
け
さ
れ
、
各
地
の
会
場

で
活
躍
し
ま
す
。
内
部
に
は
、
最
新

デ
ジ
タ
ル
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
や
、
全

国
で
初
め
て
と
な
る
床
暖
房
設
備

も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
は
、
検
診
に

よ
り
早
期
発
見
が
で
き
ま
す
。
治
療

も
胃
カ
メ
ラ
に
よ
り
体
へ
の
負
担

も
な
く
切
除
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
完
治
が
期
待
で
き
る
が
ん
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
が
ん
検
診
受
診
者
数

は
、
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
は
受
診
者

数
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
胃
が
ん
、

大
腸
が
ん
検
診
は
、
そ
れ
ほ
ど
増
え

て
い
ま
せ
ん
。
現
在
ま
で
に
胃
が
ん

が
２
名
、
大
腸
が
ん
が
疑
い
も
含
め

て
２
名
と
発
見
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

治
療
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
早
期

発
見
に
は
検
診
を
受
け
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

今
年
度
は　

歳
以
下
の
方
に
つ

６５

い
て
、
湯
沢
町
健
康
増
進
施
設
（
湯

沢
町
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
と
な
り
）

で
来
年
1
月
ま
で
検
診
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
が
ん
検
診
の
み

の
受
診
も
可
能
で
す
の
で
、
ま
だ
が

ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
検
診
の
申
込
み
…

湯
沢
町
健
康
増
進
施
設

℡
７
８
５
・
５
０
０
５

�
検
診
の
問
い
合
わ
せ
…

湯
沢
町
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
７
８
４
・
３
１
４
９

平成２ ０年度 宝くじ助成事業

胃部検診車が新たに配備されまし胃部検診車が新たに配備されましたた
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雪下ろし 十分気をつけて作業を行ってください
これから本格的な雪のシーズンを前に、特にご注意いただきたいのが、屋根の
雪下ろし中での転落事故です。雪に慣れているはずの新潟県でも、毎年けが人が
発生している状況です。
特に重大事故は、高齢者の占める割合が大きく、その多くは１２月中旬から１月
中旬といった「雪の降り始め」の時期に発生しています。
雪国のお年寄りは、１人で屋根に上がることが多いですが、「自分はだけは大丈
夫」との過信と油断は禁物です。無理のない安全な計画で進めましょう。

屋根の雪下ろし
～最初の雪下ろしは特にご注意！元気なお年寄りほど気をつ～最初の雪下ろしは特にご注意！元気なお年寄りほど気をつけけてて！！～～

スノーダンプは、バランスを崩さないように、
小回りの利く、小さいものを使いましょう。

若い時の記憶や体力の感覚は、
現在とは違うので注意しましょう。

転落による重大事故は、除雪済みの固いと
ころに頭を打ち付ける場合が多いので、地
面の雪のたまり具合を確かめましょう。

� �������������������������������������������������������������������������������������������

１１月の建設工事等入札結果（落札額２５０万円以上）

請負業者契約金額（円）工事名等番号

㈱菱電社７,１９２,５００二居簡易水道 ふれあいの郷井戸 機械電気設備新設工事簡第６号
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� �������������������������������������������������������������������������������������������
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クリスマス会のお知らクリスマス会のお知らせせ
 日時 　12 月 19 日（金）　午前 10時 30 分～

 会場 　湯沢カルチャーセンター　小ホール

 対象 　0歳～未入園児の親子または家族

�お楽しみもあります！サンタさんも来ます！みんなで楽しいひと時を過ごしませんか？
�カメラを持ってきていただいても結構です。
�自由参加ですので、事前の申込みは不要です。お気軽にお出でください。

【問い合わせ】子育て支援センター　℡７８０－６１６３

� �������������������������������������������������������������������������������������������

子育て支援センター子育て支援センターよよりり
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歩行型除雪機による事故を防止しましょ歩行型除雪機による事故を防止しましょうう
毎年、雪のシーズンになると除雪機による事故が多発しています。歩行型の除雪機を使用する場合は、次の点に注
意して操作してください。安全な作業を行い、事故を未然に防止しましょう。

①

作業を行う前に、必ず取扱説明
書をよく読んで、正しい使い方を
理解しましょう。

②

雪詰りを取り除くときは必ずエン
ジンを停止し、回転部（オーガ、ブロ
ワ）が完全に停止してから、雪かき
棒を使って行いましょう。

④

発進時は転倒したり、はさまれ
たりしないよう、足元や後方の障
害物に十分注意しましょう。

③

回転部に近づくときは、必ずエン
ジンを停止し、回転部が完全に停
止してから作業を行いましょう。

⑤

除雪作業中は、雪を飛ばす方向
に人や車、建物がないことを確認
しましょう。

⑥

除雪機の周りには、絶対に人を
近づけないようにしましょう。

【問い合わせ】�日本農業機械工業会／除雪機安全協議会　℡０３－３４３３－０４１５　ホームページ：������������	

������

キャンドルライブ’09
　ボボランティランティアア 追追加募集加募集
キャンドルライブ実行委員会では、ボランティアの皆さまを追加募集しま
す。キャンドルライブを成功させるためには、より多くの方の力が必要です。
ボランティアの皆さんと一体となって、最高のひと時をともに作り上げたい
と思っています。みんなの情熱とパワーで、湯沢から天まで届く愛のひかりを
灯しましょう。ぜひ一緒にがんばりましょう。

日　　時 平成 21 年 1月１７日（土）午後 6時 30 分～ 9時（国体の採火式を午後 6時～ 6時 30 分に行います。）
会　　場 湯沢高原スキー場布場ファミリーゲレンデ
作業時間 午後 4時 30 分～ 10 時　※途中参加で都合のよい時間帯でも大歓迎です。
作業内容 会場設営・キャンドルの設置・点灯作業
締 切 り 12 月 24 日（水）　※当日は保険に加入します。人員確認のため、事前に申込みをお願いします。

※ 当日は防寒装備の上、スコップを持参してください。（スキーセットを用意できる方は、事前にお申出ください。）
※ 夕食として、会場内の飲食ブースで使える 500 円相当の食券を配布します。

【申込み・問い合わせ】キャンドルライブ実行委員会（湯沢町商工会内　担当：市村　℡７８４－２５２２）

�

�

�

�

���������������������������������������������
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「ゆきぐに」 湯沢町公民館のペー「ゆきぐに」　湯沢町公民館のページジ

湯沢町公民館
〒９４９－６１０１ 湯沢町大字湯沢２８２２番地
℡：０２５-７８４-２４６０　　�：０２５-７８４-３７３７
E-mail：kouminkan@town.yuzawa.lg.jp

対 象 対　　象 
�湯沢町に住民登録がある小学生、中学生
�湯沢町に住民登録がある 19歳未満の高校生
（専門学校等の学生については、親の扶養に属する者を含みま
す。）

�湯沢町に住民登録がある 60歳以上の者（申込時点）
�小・中学生乗車証購入者の保護者
（保護者は両親に限ります。）
�湯沢町に住民登録をして 1年以上経過している町民

※未就学児の湯沢町スキーリフト等共通乗車証の
発行はありません。料金については、各スキー場
にお問い合わせください。

利用期間 利用期間 
平成 20年 12月１日（月）～平成 21年 4月 5日（日）

発行代金 発行代金 
�小・中学生 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 人 15,000 円
（うち、湯沢町が５,０００円助成します。

個人負担は１０,０００円となります。）

　ただし第３子以降（同一家族３人以上の申込みの場合）
�小・中学生 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １人 17,500 円
（うち、湯沢町が２,５００円助成します。

個人負担は５,０００円となります。）

�19歳未満の高校生、60歳以上の者 ・・・・・・ 1 人 15,000 円

�保護者（両親に限る） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25,000 円
（ただし１家族２人の場合、２人目は１５,０００円とします。）

�一般町民 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １人 45,000 円

申込締切 申込締切 
� 1 次締切 11 月 12 日（水）【11月 25 日（火）～発行】� �������������������������������������

� 2 次締切 12 月 11 日（月）【12月 18 日（月）～発行】� �������������������������������������

� 3 次締切 12 月 15 日（月）【12月 22 日（月）～発行】

※ 1次と2次は既に締め切りました。
※これ以降の申込は、随時発行します。

申込方法 申込方法 
�申込締切日まで湯沢町公民館にある申込書に必要事
項を記入・捺印の上、６か月以内に撮影した写真を１
枚（縦４.５�×横３.５�の縁なしで、正面肩口から上、無帽、無
背景の証明写真とします。）を添えて、お申込みください。

�一般町民の方は住民票も添えて、お申込みください。

引換時間 引換時間 
�午前 9時～午後 5時（代金と引換えに発行）
ただし、土・日曜日、祝祭日、１２月２７日～１月４日
は引換えできません。

�引換えの際に、身分証明書（運転免許証・学生証等）を
提示していただきます。

注意事項 注意事項 
�乗車証は、本人以外使用できません。

�不正使用、またはスキー場管理者の指示に従わない
場合は乗車証を没収し、以後の発行はしません。また、
発行代金の返納はしません。

�資格喪失の場合には速やかに乗車証を返納してくだ
さい。また、発行代金の返納はしません。

�紛失した場合は、原則としてシーズン中の再発行は
しません。

�乗車証利用中の傷害事故等については、湯沢町、湯沢
町教育委員会、湯沢町スキー場振興協議会およびス
キー場管理者は一切の責任を負いません。

湯沢町スキーリフト等共通乗車証の発湯沢町スキーリフト等共通乗車証の発行行
今シーズンも湯沢町スキー場振興協議会の協力で湯沢町スキーリフト等共通乗車証を発行します。
希望者は湯沢町公民館にある申込書により、お申込みください。

申込み・問い合わせ

湯沢町公民館
℡７８４－２４６０
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日本童画の父 川上四郎記日本童画の父　川上四郎記念念

第第１１３３回回 越越後湯沢全国童画後湯沢全国童画展展 作作品募集品募集
●●応応募締募締切切　平成 21 年 1 月 27 日（火）（当日消印有効）
※応募要項（出品票）は、湯沢町公民館にて配布しています。または、湯沢町ホームページからダウン
ロードしてください。（��������������	�
����	��������)

作作　　品品 作品は未発表のものに限ります。画材は問いません。額装不要 。

応募資応募資格格 １人２点まで。高校生以上。

ササ イイ ズズ Ｆ１０号サイズ（５３.０cm×４５.５cm）に限ります。

発発　　表表 平成２１年２月中旬  応募者に直接通知します。

作作 品品 展展 平成２１年３月７日（土）～３月１６日（月）

【作品の応募・問い合わせ】湯沢町公民館（越後湯沢全国童画展事務局）　℡７８４－２４６０
第１２回最優秀賞「ただいま！」

二代目喜一郎

��������������������������
��������������������������
��������������������������
��������������������������
やまぶきの集い 作品やまぶきの集い　作品展展
期　間　　12月15日（月）～24日（水）
場　所　　湯沢町公民館ロビー

今年も「やまぶきの集い　作品展」が行われます。開催期間中は、
公民館ロビーが「やまぶきの集い」にて作られた作品で飾られま
す。ぜひ、ご覧いただきお楽しみください。

尾身伝吉 木版画の世界　雪国の四季 故郷のかがやき展
日　時　12月 19 日（金）～ 23 日（火）　午前 10時～午後 5時　（23 日は午後 4時まで）
会　場　VOLUNTEER GALLERY なみき　（越後湯沢駅東口徒歩１分 信号となり）

　＜まだ間にあう年賀状教室＞
日　時　12月 19 日（金）～ 23 日（火）　午後 2時～ 2時 30 分
参加費　おひとり 500 円（ハガキ 5枚お持ち帰りできます。）

【問い合わせ】尾身伝吉　℡・�０２５－７５７－０３１６

明るい家族づくり運動 作文募明るい家族づくり運動　作文募集集
テ ー マ 『明るい家族』　　題材は明るい家庭の様子や家族の姿がイメージ出来るもの、題名は自由。
  例：「家庭の中の私の存在」、「家族への手紙」、「我が家の宝物」など

応募資格 小学校低学年・小学校中学年 （原稿枚数は 400 字詰原稿用紙 3枚以内）
 小学校高学年・中学生 （原稿枚数は 400 字詰原稿用紙 5枚以内）

応募期間 11 月 17 日（月）～平成 21年 1月 16 日（金）

・原稿用紙欄外に市町村名と学校名（漢字・ふりがな）を、原稿用紙冒頭に題名、学年、氏名
（ふりがな）を明記し、原稿にはそれぞれページを表示してください。
・氏名が漢字で記入できない場合は、欄外に保護者などが記入してください。

【送付先・問い合せ】
〒９５０－８５７０　新潟市中央区新光町４－１
新潟県福祉保健部 児童家庭課青少年育成係　℡０２５－２８５－５５１１（内線２５１３）
《主催》新潟県・新潟県青少年健全育成県民会議　　《後援》新潟県教育委員会
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風
ふ
く�

井
や
す
子

こ
の
夏
の
曾
孫
拾
い
し
空
蝉
の
秋
風

籠
も
る
音
の
微
か
に

�
野　

忠
重

海
原
を
必
死
で
舞
と
び
本
州
へ
四
十

九
里
こ
え
た
く
ま
し
き 
朱
鷺 
と

き

�
橋
千
代
子

暖
か
き
人
の
心
の
や
さ
し
さ
に
日
毎

に
通
ふ
駅
通
り
の
店

�
橋　
　

操

散
歩
道
秋
色 
賞 
で
つ
つ
熊
た
ち
の
エ

め

サ
は
い
か
が
と
梢
う
か
が
う田

中　

英
男

棚
畑
に
憩
え
ば 
鳶 
の
ひ
く
く
飛
び
山

と
び

吹
き
お
ろ
す
雪
風
痛
し

南
雲
ミ
ヨ
シ

精
米
機
を
く
ぐ
り
て
き
た
る
新
米
は

赤
子
の
ご
と
き 
温 
み
を
も
て
り

ぬ
く

橋
本　

秋
治

や
わ
ら
か
き
秘
陽
に
映
ゆ
る
公
園
に

雪
お
ろ
し 
太
鼓 
木
々
を
震
わ
す

だ
い
こ

丸
山
富
美
子

足
踏
み
の
ミ
シ
ン
と
共
に
五
十
年
油

を 
注 
せ
ば
軽
き
音
せ
り

さ

山
田
千
栄
子

枯
す
ゝ
き
紅
き
山
合
に
た
な
び
き
て

冬
の
お
と
ず
れ
告
げ
る
や
に
見
ゆ

石
田　
　

勲

万
緑
の
山
脈
紅
葉
に 
衣 
替
え
小
春
日

こ
ろ
も

和
の
空
に
雲
な
し

牛
木
三
保
子

共
稼
ぎ
主
婦
業
な
さ
ざ
る
我
が
人
生

七
十
過
ぎ
て
家
事
に
挑
め
り笠

松　

ミ
ツ

わ
れ
ら
に
は
用
な
き 
広
告 
と
思
い
つ

ビ

ラ

も
さ
れ
ど
一
応
目
を
通
し
い
る
朝

剣
持　

越
峰

子
や
孫
が
帰
り
ゆ
き
た
る
灰
皿
に
吸

殻
い
く
つ
盆
は
終
り
ぬ

南
雲　

ま
さ

落
葉
の
大
方
果
て
て 
欅
木 
の
森
の

け
や
き
ぎ

 
祠 
ほ
こ
ら

の
鳥
居
陽
を
浴
ぶ

南
雲　

武
貞

ケ
ア
ハ
ウ
ス
ゆ
ざ
わ

十
一
月
詠
草

故
郷
の
夜
半
に
目
覚
め
て
一
人
聞
く

枕
に
ひ
び
く 
潮
騒 
の
音

し
お
ざ
い

小
林
八
重
子

 
隣 
り
家
の
庭
に
式
部
の
花
咲
き
て
雪

と
なの

降
る
日
を
知
る
や
知
ら
ず
や

井
熊
は
る
ゑ

東
電
の
桜
も
み
じ
や
草
も
み
じ
織
り

な
す
に
し
き
着
る
は
誰
ぞ
や笛

田
テ
ル
子

文
化
の
日 
明
治 
節
は
遠
く
な
り
よ
り

め
い
じ

指
折
り
数
え
半
世
紀
す
ぐ渡

辺　

四
季

や
が
て
来
る
冬
を
知
り
得
て
晩
秋
の

ハ
ウ
ス
の
庭
に
燃
え
る
ケ
イ
ト
ウ

南
雲　

ま
さ

　

俳　

句

か
が
や
き
て
桜
も
み
じ
の
多
彩
か
な

青
空
が
一
緒
に
歩
く
秋
最
中星

名　

彩
雲

新
米
や
炊
け
し
光
の
バ
イ
キ
ン
グ

舞
い
上
り
過
ぎ
て
悲
し
や
秋
の
蝶

岩
館　

忠
治

落
鮎
や
ご
め
ん
と
言
わ
れ
骨
抜
か
る

三
国
路
を
越
え
れ
ば
芒
の
家
路
か
な

横
田　

昭
江

こ
ん
な
日
も
生
涯
に
あ
り
秋
思
か
な

菊
な
ま
す
も
っ
て
の
ほ
か
の
舌
ざ
り
り

渡
辺　

四
季

木
も
れ
日
を
背
に
ぬ
く
も
り 
零
余
子 
採
る

む

か

ご

眠
れ
ぬ
夜
ひ
そ
か
に
愛
で
る
月
と
酒

泉　
　

昭
一

�

�

�

�

���������������������������������������������

���������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

句
会　

紅
山
桜

　

季
題 　

冬
日
和
（
冬
晴
）　

当
季
雑
詠

 

紅
葉
狩
小
さ
き
吊
り
橋
揺
ら
す
ま
じ

 

冬
日
和
少
し
遠
出
の
快
気
か
な 

菜　

花

 

艶
や
か
に
水
面
に
写
し
夕
紅
葉

 

冬
晴
に 
天 
を
突
く
よ
な
高
圧
塔 

め
ぐ
み

そ
ら

 

冬
紅
葉 
美 
し
き
粧
い
見
る
限
り

は

 

冬
晴
や
ほ
ど
け
て
写
る
旅
の
か
ほ 

ふ
じ
の

 

馴
染
な
る
峠
の
喫
茶
も
み
じ
が
り

 

冬
晴
に
水
音
た
て
て
菜
あ
ら
う 

雄　

水

 

参
道
は
香
り
華
や
ぐ
菊
日
和

 

息
子
き
て
作
業
は
か
ど
る
冬
日
和 

香　

葉

 

散
り
紅
葉
踏
ま
ず
に
く
ぐ
る
仁
王
門

 

好
き
な
服
み
つ
け
て
鏡
冬
日
和 

　

津

 

ゲ
レ
ン
デ
も
黄
葉
盛
り
て
詩
趣
と
な
り

 
 
彩 

い
ろ 
褪 
せ
し
野
に
優
し
か
り
冬
日
和 

四　

季

あ

 

山
肌
を
ひ
と
き
わ
染
め
て
時
雨
去
る

 

冬
晴
や
峰
の
木
立
の 
映 
え 
映 
え
し 

　

泉

は 

ば

 

紅
葉
見
て
首
っ
丈
な
る
馳
走
か
な

 

冬
晴
の
綿
ア
メ
流
れ
遠
き
か
な 

澄　

子
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ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院「
健
友
館
」

で
は
、
平
成　

年
度
の
人
間
ド
ッ

２１

ク
受
診
予
約
受
付
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
電
話
ま
た
は

直
接「
健
友
館
」の
窓
口
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

【
受
付
開
始
日
】

平
成　

年
１
月
５
日
（
月
）

２１

【
受
付
時
間
】

午
後
１
時
か
ら
５
時

※
土
・
日
曜
、祝
日
、第
３
月
曜
は

休
館
日
で
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

【
対
象
者
】

受
診
者
が
直
接
健
診
機
関
へ
の

申
込
み
を
必
要
と
す
る
方

※
国
民
健
康
保
険
、
全
国
健
康
保

険
協
会
管
掌
健
康
保
険
（
旧
政

管
健
保
）、
健
康
保
険
組
合
、
共

済
組
合
、
事
業
所
等
か
ら
助
成

を
受
け
て
受
診
す
る
方
は
、

各
々
の
国
保
、保
険
組
合
、共
済

組
合
、
事
業
所
等
に
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院「
健
友
館
」

℡
７
７
７
・
４
４
７
７

（
午
後
１
時
〜
５
時
）

こ
の
講
習
修
了
証
取
得
後
に
、

４
か
月
以
上
小
規
模
ボ
イ
ラ
ー
を

取
り
扱
っ
た
経
験
が
あ
る
と
、
２

級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
試
験
の
受

験
資
格
が
生
ま
れ
ま
す
。

【
日
時
】

平
成　

年
１
月　

日
（
火
）

２１

２０

平
成　

年
１
月　

日
（
水
）

２１

２１

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

（
２
日
間
の
講
習
で
す
。

時
間
は
２
日
間
と
も
同
じ
。）

【
会
場
】

新
潟
職
業
能
力

開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

（
長
岡
市
住
吉
３
‐
３
‐
１
）

【
料
金
】

合
計　

１
１，
７
０
０
円

（
受
講
料
…
８，
０
０
０
円
）

（
テ
キ
ス
ト
等
…
３，
７
０
０
円
）

【
定
員
】

　

名
（
定
員
に
な
り
次
第
に
締

５０切
り
ま
す
。）

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
】

�
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
新
潟
支
部

℡
０
２
５
・
２
２
４
・
５
５
６
１

ボ
イ
ラ
ー
取
扱
技
能
講
習

開
催
の
ご
案
内

「
健
友
館
」
人
間
ド
ッ
ク
の

受
診
予
約
受
付
の
お
知
ら
せ

�
湯
元
共
同
浴
場「

山
の
湯
」

�
三
俣
共
同
浴
場

「
街
道
の
湯
」

毎
週
火
曜
日
が
定
休
日
で
す
が
、

　

月　

日
は
営
業
し
ま
す
。

１２

２３

◎
振
替
休
日
は
、　

月　

日

１２

２４

（
水
）
で
す
。

�

�

�

�

�����������������������������

�����������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

湯
沢
町
共
同
浴

湯
沢
町
共
同
浴
場場

自宅がキャンパスです

放送大学では、平成２１年度４月入学の学生を次のとおり募集します。放送大学は、テレビなどの放送により授業を行う通

信制の大学です。働きながら学んで大学を卒業したいなど、幅広い世代の方が学んでいます。

募集学生
・教養学部（全科生・選科生・科目生）・大学院（修士選科生・修士科目生）

出願期間

12月 15 日（月）～平成 21年 2月 28 日（土）必着

【資料請求・問い合わせ】
〒９５１‐８１２２　放送大学新潟学習センター　℡０２５－２２８－２６５１
※ホームページでも受付しています。アドレスは… ������������	
���
���

�

�

�

�

���������������������������������������������

���������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

まずは資料を
ご請求ください

放送大放送大学学 ４４月入学生募月入学生募集集

★１５歳以上の方なら、１科目から学習する選科履修生・科目履修生として入学できます。

★１８歳以上の大学入学資格をお持ちの方なら、無試験で全科履修生として入学できます。そして４年以上
在学し、１２４単位を修得して卒業すると、学士（教養）の学位を取得できます。

★一つの分野を体系的に学びたい方には、「放送大学エキスパート」を実施しています。

★心理学、福祉、歴史、文学、自然科学など幅広い分野を学べます。
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平
成　

年
度
の
奨
学
生
を
次
の

２１

と
お
り
募
集
し
ま
す
。募
集
の
対

象
で
、奨
学
金
貸
与
を
希
望
す
る

方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
募
集
対
象
者
】

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

①
新
潟
県
民
の
子
で
あ
っ
て
、学

校
教
育
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ

た
４
年
制
大
学
に
進
学
ま
た
は

在
学
す
る
方

②
交
通
事
故
や
病
気
な
ど
で
親
を

亡
く
さ
れ
た
方
、お
よ
び
母
子

家
庭
、父
子
家
庭
の
方

③
家
計
の
都
合
で
進
学
後
の
学
資

の
支
弁
が
、困
難
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
方

【
募
集
人
数
】

若
干
名

【
奨
学
金
額
】

月
額
２
万
円

（
奨
学
生
一
人
最
高　

万
円
）

９６

【
返
還
方
法
】

卒
業
ま
た
は
貸
与
の
終
了
し
た

翌
月
か
ら
８
年
以
内

（
年
間
返
還
額　

万
円
以
上
）

１２

【
利
息
】

無
利
息

【
応
募
受
付
期
間
】

平
成　

年
１
月　

日（
金
）ま
で

２１

３０

【
問
い
合
わ
せ
】

新
潟
県
勤
労
者
福
祉
厚
生
財
団

（
新
潟
県
労
働
金
庫
内
）

℡
０
２
５
・
２
２
３
・
８
２
３
１

下
湯
沢
公
民
館
で
行
う「
け
ん

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

こ
つ
体
操
」の
開
始
時
間
が
、次
の

と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。（
終
了

時
間
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

★　

月　

日（
水
）の
開
始
時
間

１２

２４

（
変
更
前
）午
前　

時
１０

�

（
変
更
後
）午
前
９
時

消
雪
パ
イ
プ
工
事
の
た
め
、県

道
神
立
湯
沢
線
、一
之
町
地
内
の

J
R
三
国
街
道
踏
切
付
近
で
は
、

次
の
と
お
り
車
両
通
行
止
め（
全

日
）と
な
り
ま
す
。

【
通
行
止
め
期
間
】

　

月　

日（
月
）〜

１２

１５

　

月　

日（
金
）

１２

２６

【
問
い
合
わ
せ
】

南
魚
沼
地
域
振
興
局

地
域
整
備
部
維
持
管
理
課

℡
７
７
２
・
２
２
４
９

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
逝
去
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

月　

日

１１

１４

　

月　

日

１１

１４

樋
口

駒
形

シ
ヅ

セ
キ
ノ
さ
ん

さ
ん

今月の納税今月の納税等等

（第 ３ 期 ）
（ 第 ６ 期 ）
（ 第 ３ 期 ）

固 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税
下 水 道 事 業 受 益 者 負 担 金
納期限は、１２月２５日�です。
（口座振替日は、１２月２４日�です。）
※納税相談は、税務課収納班（℡７８４－３４５２）で
受け付けています。

　

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

月　

日

１１

２３

水
落

（
真
霜
）

仁晃
子

さ
ん

さ
ん

平
成　

年
度
「
奨
学
生
」

２１

募
集
の
ご
案
内

け
ん
こ
つ
体
操

時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

消
雪
パ
イ
プ
工
事
に
よ
る

車
両
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

至　越後湯沢駅

ツナギ川

�
�

���
��

�
�

三国街道踏切

車両通
行止め

旧
北越銀行様

定
額
給
付
金
を
よ
そ
お

定
額
給
付
金
を
よ
そ
お
うう

振
り
込
め
詐
欺
等
に
ご
注
意
を

振
り
込
め
詐
欺
等
に
ご
注
意
を
！！

�

�

�

�

�����������������������

�����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「
定
額
給
付
金
」
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
皆
さ
ま
へ
の
ご
連
絡
や

給
付
を
行
う
段
階
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
具
体
的
な
給
付
の
方
法
な

ど
が
決
ま
り
次
第
、
速
や
か
に
広

報
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、「
定
額
給
付
金
」に

関
し
て
、

●
市
町
村
や
県
、
総
務
省
な
ど
が

A
T
M（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

の
現
金
自
動
預
払
機
）
の
操
作

を
お
願
い
す
る
こ
と
は
、
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

●
市
町
村
や
県
、総
務
省
な
ど
が
、

「
定
額
給
付
金
」
の
給
付
の
た
め

に
、
手
数
料
な
ど
の
振
込
を
求

め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。

●
現
時
点
で
、
市
町
村
や
県
、
総

務
省
な
ど
が
住
民
の
皆
さ
ま

の
世
帯
構
成
や
銀
行
口
座
の

番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
照

会
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、お
願
い
し
ま
す
。


